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第
二
回
　
旧
別
子
①

　

旧
別
子
。

　

元
禄
４
年
（
１
６
９
１
年
）
の
開
坑
以
来
、江
戸
時
代
・

明
治
時
代
を
通
し
て
200
年
に
余
り
銅
山
の
中
心
地
で
あ
っ

た
場
所
で
す
。
銅
山
越
の
南
斜
面
に
、
世
界
有
数
の
鉱

山
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
の
様
子
は
、

『
鼓
銅
図
録
』
と
い
っ
た
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
世
界
中
に

知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。
松
山
市
の
人
口
が
3
万
人
で
あ
っ

た
明
治
時
代
に
、
旧
別
子
の
交
流
人
口
は
1
万
人
を
超
え

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
浦
登
山
口
か
ら
、
古

い
に
し
えの
登
山
道
を
無
縁
仏
慰
霊
塔

に
山
中
の
安
全
を
祈
願
し
た
後
登
っ
て
い
く
と
、
最
初
に

目
に
つ
く
の
は
、
醸
造
所
跡
の
煉れ

ん
が瓦
煙
突
で
す
。
最
盛
期

に
は
、
年
間
100
㎘
も
の
お
酒
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
先
に

進
む
と
、
石
積
の
上
に
煉
瓦
塀
跡
が
見
え
ま
す
。
小
足

谷
の
接
待
館
跡
で
す
。
明
治
34
年（
１
９
０
１
年
）に
は
、

住
友
家
の
家
長
さ
ん
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
、
採

鉱
課
長
の
屋
敷
跡
の
煉
瓦
塀
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
し
ば

ら
く
比
較
的
な
だ
ら
か
な
道
に
沿
っ
て
歩
を
進
め
て
い
く

と
、
小
足
谷
小
学
校
跡
の
長
い
石
積
が
現
れ
ま
す
。
明

治
32
年
に
は
、
約
300
人
の
生
徒
数
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
変
立
派
な
石
垣
と
石
段
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

す
。
石
段
を
登
っ
た
と
こ
ろ
が
小
足
谷
劇
場
跡
で
す
。
明

治
22
年
に
小
学
校
と
と
も
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
2
千
人

を
超
え
る
収
容
人
員
を
誇
り
、
廻
り
舞
台
ま
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
5
月
の
山
神
祭
に
は
、
京
都

か
ら
来
た
役
者
に
よ
る
歌
舞
伎
が
催
さ
れ
た
り
し
て
、

大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
更
に
歩
を
進
め

る
と
、
川
に
は
暗あ

ん
き
ょ渠
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
明
治
12
年

に
着
工
し
た
別
子
銅
山
初
の
洋
式
製
錬
所
で
あ
っ
た
高

橋
製
錬
所
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
16
年
に
は
、
こ

の
地
に
病
院
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
踏
ん
張
り
で
少
々
き
つ
め
の
坂
を
登
る
と
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
水
で
す
。
こ
こ
ら
で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

別子往還道を訪ねて

小足谷の接待館跡

銅山越

日浦登山口

醸造所跡

接待館跡

小学校跡
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暗渠跡
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